
●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
製
造
業
は
今

一
九
九
○
年
代
初
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
そ
の

好
調
な
経
済
を
背
景
に
、
中
進
国
入
り
も
間
近
と

言
わ
れ
て
い
た
。
当
時
、
国
内
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

は
中
国
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
眼
中
に
な
く
、

タ
イ
や
マ
レ
ー
シ
ア
に
間
も
な
く
追
い
つ
く
と
信

じ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
一
○
〜
一
五
年
の
間
に
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
通
貨
危
機
や
そ
の
後
の
政
治
・

社
会
的
混
乱
を
経
て
、
そ
の
立
場
を
大
き
く
変
化

さ
せ
た
。
世
界
各
国
の
投
資
家
の
視
線
は
中
国
、

イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
に
注
が
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
投
資
誘
致
競
争
で
大
き
く
出
遅
れ
た
。
そ
し
て
、

か
つ
て
眼
中
に
な
か
っ
た
中
国
か
ら
の
日
用
雑
貨

を
大
量
に
消
費
し
、
中
国
か
ら
の
投
資
や
経
済
協

力
に
期
待
を
寄
せ
る
立
場
へ
と
変
貌
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
国
内
産
業
、
と
く
に
国

内
市
場
向
け
生
産
を
行
う
製
造
業
の
基
盤
が
大
き

く
揺
ら
い
で
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
槍

玉
に
挙
が
る
の
が
中
国
製
品
の
流
入
で
あ
る
。
衣

料
品
、
合
板
、
家
具
な
ど
、
一
九
八
○
年
代
後
半

か
ら
一
九
九
○
年
代
半
ば
に
比
較
優
位
を
誇
っ
た

輸
出
向
け
製
造
業
は
今
や
大
き
く
低
迷
し
、
廉
価

な
中
国
製
品
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
多
数
の
国

内
製
造
業
企
業
が
生
産
ラ
イ
ン
を
止
め
、
工
場
を

閉
鎖
し
、
な
か
に
は
そ
の
中
国
製
品
の
販
売
業
に

転
換
す
る
事
業
者
も
少
な
く
な
い
。
他
方
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
中
国
へ
の
生
産
委
託
や
企
業
進
出

を
進
め
て
い
る
。
例
外
的
に
好
調
な
の
は
、
日
系

企
業
が
輸
出
向
け
生
産
拠
点
と
位
置
づ
け
た
自
動

車
や
二
輪
車
に
関
連
す
る
製
造
業
に
限
ら
れ
る
。

●
相
互
投
資
関
係

ま
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
中
国
と
の
投
資
関
係

を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
（
表
１
参
照
）。
中
国
か

ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
投
資
は
二
○
○
五
年
に
八

○
件
、
二
億
四
九
○
万
ド
ル
で
あ
っ
た
。
二
○
○

三
年
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
二
億
ド
ル
台
を
続
け

て
い
る
。

一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
中
国
へ
の
投
資
は
、

二
○
○
五
年
に
一
二
八
件
、
八
六
七
六
万
ド
ル
で

あ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
二
○
○
三
年
の
一
五
○
件
・

一
億
八
○
○
○
万
ド
ル
か
ら
こ
こ
数
年
徐
々
に
減

少
し
て
い
る
。
中
国
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
投

資
に
比
べ
る
と
、
一
件
当
た
り
の
投
資
額
が
小
さ

い
が
、
投
資
件
数
で
は
多
く
な
っ
て
い
る
。

以
下
で
は
、
実
際
の
中
国
製
品
の
流
入
の
現
状

を
家
電
製
品
、
衣
料
品
、
靴
に
つ
い
て
見
た
後
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
企
業
の
中
国
進
出
や
靴
企
業
復
活

へ
の
期
待
な
ど
最
近
の
動
き
を
見
て
い
く
。

●
中
国
製
家
電
製
品
の
台
頭

家
電
産
業
へ
の
中
国
企
業
の
進
出
は
、
海
爾
が

先
鞭
を
つ
け
た
。
海
爾
は
同
社
初
の
海
外
展
開
と

し
て
一
九
九
二
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
冷
蔵
庫
を

輸
出
し
た
後
、
一
九
九
五
〜
一
九
九
六
年
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
地
場
家
電
メ
ー
カ
ー
の
サ
ッ
ポ
ロ
と
合

弁
企
業
を
設
立
し
た
が
、
通
貨
危
機
で
サ
ッ
ポ
ロ

が
倒
産
し
、
海
爾
は
撤
退
し
た
。
二
○
○
五
年
、

冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
で
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

の
販
売
を
強
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

康
佳
は
一
九
九
七
年
に
バ
タ
ム
島
へ
テ
レ
ビ
を

入
れ
始
め
、
二
○
○
○
年
に
総
代
理
店
を
設
立
し

た
。
長
虹
は
一
九
九
九
年
に
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
輸
入
を
始
め
、
二
○
○
一

年
に
現
地
法
人
を
設
立
、
二
○
○
五
年
ま
で
に
累

積
売
上
一
億
ド
ル
を
達
成
し
た
。
Ｔ
Ｃ
Ｌ
は
二
○

○
○
年
に
事
務
所
を
開
設
し
た
後
、
二
○
○
三
年

に
輸
出
入
業
務
を
行
う
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
系
外
資
企

業
と
し
て
進
出
し
た
。
小
天
鵝
は
合
弁
企
業
を
ジ

ャ
バ
ベ
カ
工
業
団
地
に
立
地
さ
せ
、
新
飛
電
器
は

一
九
九
七
年
に
現
地
法
人
を
設
立
し
、「
デ
ン
ポ

（単位：100 万ドル）

年
中国からインドネシア

への投資
インドネシアから中国

への投資

件数 金額 件数 金額

2003 66 263.9 150 180.0 

2004 34 245.6 122 104.5 

2005 80 204.9 128 86.8 

表 1　インドネシアと中国の相互投資関係

（出所）在北京インドネシア大使館ホームページ。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
中
国
製
品
流
入
と
対
中
投
資̶

外
か
ら
も
内
か
ら
も
迫
る
国
内
製
造
業
の
危
機
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ー
」
ブ
ラ
ン
ド
の
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
を
生
産
す

る
。
こ
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
企
業
が
中
国
で

合
弁
企
業
を
興
し
て
家
電
製
品
を
輸
入
す
る
深

永
徳
福
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。

こ
れ
ら
中
国
家
電
企
業
の
な
か
に
は
、
自
社
ブ

ラ
ン
ド
に
加
え
て
注
文
元
の
指
定
ブ
ラ
ン
ド
で
Ｏ

Ｅ
Ｍ
生
産
す
る
場
合
が
あ
る
。
一
方
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
国
内
の
家
電
メ
ー
カ
ー
の
多
く
は
、
中
国
か
ら

輸
入
し
た
原
材
料
や
部
品
を
組
み
立
て
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
家
電
製
品
の
市
場
規
模

は
約
二
○
○
億
ド
ル
と
見
ら
れ
、
約
五
割
を
日
本

製
品
が
占
め
る
と
い
う
が
、
全
体
の
少
な
く
と
も

約
三
割
は
不
法
に
流
入
し
た
製
品
と
見
ら
れ
る
。

家
電
製
品
部
品
の
輸
入
関
税
は
概
ね
○
〜
五
％

と
低
率
だ
が
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
完
成
品
に
な
る

と
一
五
％
と
な
る
。
加
え
て
、
家
電
製
品
販
売
業

に
は
付
加
価
値
税
の
一
○
％
と
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の

画
面
の
大
き
さ
に
応
じ
て
奢
侈
品
販
売
税
一
○
〜

五
○
％
、
プ
ラ
ス
所
得
税
二
・
五
％
が
課
税
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
企
業
が
家
電
製
品
の
原

材
料
や
部
品
を
輸
入
し
、
バ
タ
ム
島
な
ど
の
保
税

区
域
で
、
ま
た
は
保
税
工
場
の
指
定
を
受
け
て
製

品
を
組
み
立
て
て
国
内
市
場
へ
流
す
。
こ
の
た
め
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
の
輸
入
家
電
製
品
の
販
売

価
格
は
、
公
式
に
は
国
内
製
品
よ
り
割
高
に
な
る

は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
常
識
外
の
廉
価
品
が
流
入

す
る
。
密
輸
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

家
電
製
品
の
価
格
競
争
は
激
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
高
級
イ
メ
ー
ジ
の
日
系
メ
ー
カ
ー
製
品
も
、

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
後
の
新
製
品
価
格
は
低
く
設
定

さ
れ
る
。
二
一
イ
ン
チ
以
下
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
へ

の
奢
侈
品
販
売
税
が
撤
廃
さ
れ
、
輸
入
製
品
に
対

す
る
国
産
品
の
競
争
力
が
高
ま
っ
た
面
も
あ
る
。

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
と
は
対
照
的
に
、
エ
ア
コ
ン
や

洗
濯
機
で
は
長
虹
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
製
の
シ

ェ
ア
が
急
速
に
上
が
り
、
前
者
で
約
四
割
、
後
者

で
約
五
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
た
。
他
の
簡
易
家
電

製
品
で
も
中
国
製
品
が
市
場
を
支
配
し
て
い
る
。

●
繊
維
製
品
の
流
入

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
繊
維
企
業
協
会
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
に

よ
る
と
、
繊
維
産
業
の
二
○
○
一
〜
二
○
○
三
年

の
投
資
額
と
輸
出
量
は
増
加
し
た
も
の
の
、
生
産

は
額
・
量
と
も
年
々
減
少
し
、
生
産
能
力
も
雇
用

も
減
少
傾
向
に
あ
る
。
川
上
・
川
中
で
は
生
産
量

は
減
少
し
た
が
、
生
産
額
や
輸
出
額
が
や
や
増
加

傾
向
を
見
せ
、
高
付
加
価
値
製
品
へ
の
シ
フ
ト
傾

向
が
あ
る
。
た
だ
し
、
繊
維
機
械
の
台
数
は
増
え

て
お
ら
ず
、
設
備
投
資
が
滞
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

一
方
、
国
内
有
数
の
繊
維
産
業
集
積
地
・
西
ジ

ャ
ワ
州
で
は
様
相
が
異
な
る
。
Ａ
Ｐ
Ｉ
西
ジ
ャ
ワ

州
支
部
に
よ
る
と
、
二
○
○
一
〜
二
○
○
三
年
に

全
国
で
繊
維
企
業
二
七
三
社
が
閉
鎖
し
た
が
、
そ

の
八
〜
九
割
が
西
ジ
ャ
ワ
州
に
集
中
し
た
。
企
業

閉
鎖
後
、
経
営
者
は
不
動
産
業
、
ア
グ
ロ
ビ
ジ
ネ

ス
、
商
人
な
ど
へ
転
業
し
た
。
従
業
員
は
他
の
繊

維
工
場
で
の
就
職
を
試
み
る
と
と
も
に
、
参
入
の

容
易
な
公
共
交
通
機
関
や
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
（
オ

ジ
ェ
ッ
ク
）
の
運
転
手
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

西
ジ
ャ
ワ
州
の
州
都
バ
ン
ド
ゥ
ン
は
、
今
や
衣

料
品
生
産
よ
り
も
衣
料
品
販
売
の
中
心
地
と
し
て

有
名
に
な
っ
た
。
多
数
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
店
が
展
開
し
、
休
日
に
は
首
都
ジ
ャ
カ

ル
タ
か
ら
バ
ス
を
仕
立
て
て
買
物
客
が
や
っ
て
来

る
。
元
々
、
輸
出
向
け
衣
料
品
の
余
剰
品
だ
っ
た

の
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
衣
料
品
で
あ
る
。

周
辺
の
繊
維
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
多
数
の
失
業
者

が
街
中
に
溢
れ
る
一
方
、
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
ア
ウ

ト
レ
ッ
ト
は
買
物
客
で
盛
況
な
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
公
式
の
貿
易
統
計
を
見
る
限
り
、

繊
維
製
品
輸
入
が
急
増
し
た
様
子
は
な
い
。
国
内

の
繊
維
生
産
は
投
資
停
滞
で
増
加
し
て
い
な
い
。

一
方
で
、
国
内
の
繊
維
製
品
の
販
売
・
消
費
は
低

下
し
て
い
な
い
。
二
○
○
三
年
の
繊
維
製
品
販
売

量
は
、
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
試
算
で
一
人
当
た
り
二
・
六
五

キ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
政
府
推
計
に
よ
る
繊
維
消
費

量
は
三
・
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の

差
が
不
法
輸
入
製
品
で
満
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
す
る
と
二
○
○
三
年
に
は
約
四
二
○
○

ト
ン
の
繊
維
製
品
が
不
法
に
輸
入
さ
れ
、
う
ち
約

一
六
○
○
ト
ン
が
中
国
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。

不
法
輸
入
の
繊
維
製
品
は
大
き
な
布
袋
に
詰
め

ら
れ
、
コ
ン
テ
ナ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
搬
入
さ
れ

た
後
、
国
内
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
乗
る
。
繊
維

製
品
の
不
法
輸
入
は
、
一
九
九
七
〜
一
九
九
八
年

の
通
貨
危
機
の
頃
か
ら
急
速
に
増
え
た
古
着
の
輸

入
と
い
う
形
で
一
般
化
し
、
と
く
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
東
部
地
域
な
ど
低
所
得
・
低
消
費
の
住
民
に
不

可
欠
の
財
と
な
っ
た
。
近
年
、
そ
の
量
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
ま
た
布
袋
の
な
か
の
良
品
の
比
率
が

減
少
し
、
収
益
が
下
が
っ
た
。
そ
れ
で
も
古
着
へ

の
需
要
は
根
強
く
、
地
方
政
府
が
古
着
商
を
取
り

締
ま
る
ど
こ
ろ
か
、
古
着
商
を
零
細
事
業
支
援
の

中国の深 永徳福が製造した家電製品のショールーム。インド
ネシアでは、VITRONブランドで、東ジャワ州スラバヤを起点
に販売されている（2003年11月10日、スラバヤにて筆者撮影）
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対
象
と
し
て
取
り
扱
う
ケ
ー
ス
す
ら
見
ら
れ
る
。

●
比
較
優
位
を
失
っ
た
靴
産
業

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
か
つ
て
輸
出
向
け
有
名
ス

ポ
ー
ツ
靴
の
世
界
的
な
一
大
生
産
地
で
あ
っ
た
。

低
廉
で
豊
富
な
労
働
力
が
ス
ポ
ー
ツ
靴
生
産
の
競

争
力
を
支
え
た
。
ま
た
国
内
向
け
靴
生
産
で
は
、

西
ジ
ャ
ワ
州
チ
バ
ド
ゥ
ユ
ッ
な
ど
の
革
靴
産
地
が

形
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
通
貨
危
機
後
、
二
○

○
○
年
を
ピ
ー
ク
に
靴
輸
出
は
一
気
に
減
少
し
た
。

一
方
で
、
数
量
は
ま
だ
少
な
い
も
の
の
、
靴
の
製

品
輸
入
が
二
○
○
二
年
頃
か
ら
急
増
し
た
。

国
内
向
け
靴
生
産
者
の
多
く
は
零
細
で
、
取
引

費
用
が
高
く
価
格
競
争
力
が
な
く
、
販
路
も
限
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
加
え
て
、
よ
り
打
撃
を

与
え
た
の
が
労
働
コ
ス
ト
の
大
幅
上
昇
で
あ
る
。

と
り
わ
け
、
二
○
○
一
年
発
足
の
メ
ガ
ワ
テ
ィ

政
権
で
は
、
労
働
組
合
ト
ッ
プ
が
労
働
力
・
移
住

大
臣
を
務
め
、
最
低
賃
金
水
準
を
毎
年
大
幅
に
引

き
上
げ
た
た
め
、
労
働
コ
ス
ト
上
の
比
較
優
位
が

大
き
く
損
な
わ
れ
た
。
輸
出
向
け
外
資
系
ス
ポ
ー

ツ
靴
企
業
は
一
つ
の
工
場
に
数
千
人
も
の
労
働
者

を
雇
用
し
て
お
り
、
労
働
コ
ス
ト
上
昇
は
死
活
問

題
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
賃
上
げ
や
待
遇
改
善
を

要
求
す
る
労
働
争
議
が
頻
発
し
、
工
場
が
し
ば
し

ば
操
業
停
止
、
そ
れ
を
理
由
に
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー

か
ら
取
引
を
停
止
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
労
働
法
（
法
律
二
○
○
三
年
第
一
三

号
）
は
、
勤
続
八
年
以
上
の
労
働
者
に
対
し
て
退

職
金
を
一
人
当
た
り
賃
金
の
九
カ
月
分
、
勤
続
功

労
金
を
最
高
（
勤
続
二
四
年
以
上
）
で
賃
金
一
○

カ
月
分
支
払
う
と
定
め
て
お
り
（
第
一
五
六
条
）、

競
合
す
る
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
よ
り
も
退
職
金
の
額

が
高
く
な
る
。
一
般
に
、
靴
工
場
は
機
械
・
生
産

設
備
の
資
産
価
値
が
あ
ま
り
高
く
な
く
、
生
産
設

備
売
却
で
も
数
千
人
分
の
退
職
金
用
資
金
を
用
意

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
外

資
系
企
業
の
な
か
に
は
、
夜
逃
げ
同
然
で
本
国
へ

撤
退
す
る
ケ
ー
ス
す
ら
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。

国
内
向
け
靴
生
産
を
脅
か
す
最
大
の
要
素
は
、

や
は
り
不
法
輸
入
の
横
行
で
あ
る
。
靴
を
製
品
輸

入
す
る
場
合
、
輸
入
関
税
は
四
○
％
、
奢
侈
品
販

売
税
が
三
五
％
、
付
加
価
値
税
一
○
％
、
所
得
税

二
・
五
％
が
課
税
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
不
法
輸
入

扱
い
の
場
合
に
は
、
コ
ン
テ
ナ
一
体
単
位
で
税
関

に
支
払
い
を
行
い
、
輸
入
関
税
、
奢
侈
品
販
売
税
、

付
加
価
値
税
、
所
得
税
を
支
払
わ
な
い
の
が
普
通

で
あ
る
。
税
関
も
、
わ
ず
か
と
は
い
え
、
手
取
り

で
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
歓
迎
す
る
。

国
内
市
場
向
け
の
靴
生
産
の
大
半
は
中
小
企
業

で
、
そ
れ
自
体
の
生
産
性
が
低
く
、
仮
に
輸
入
品

が
合
法
輸
入
さ
れ
て
も
、
競
争
力
は
高
ま
ら
な
い
。

実
際
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
靴
産
業
の
労
働
生
産
性

は
中
国
の
半
分
に
過
ぎ
な
い
。
前
政
権
は
靴
産
業

を
低
付
加
価
値
産
業
と
み
な
し
、
十
分
な
対
策
を

採
ら
な
か
っ
た
。
輸
出
促
進
策
と
し
て
の
付
加
価

値
税
還
付
（
ド
ロ
ー
バ
ッ
ク
）
制
度
も
、
還
付
さ

れ
る
ま
で
一
年
以
上
か
か
り
、
短
期
の
資
金
繰
り

に
悩
む
靴
企
業
の
経
営
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
企
業
の
中
国
進
出

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
の
製
造
業
企
業
の
な
か
に

は
、
中
国
の
企
業
に
生
産
工
程
の
一
部
を
委
託
生

産
さ
せ
た
り
、
中
国
企
業
と
合
弁
企
業
を
設
立
し

た
り
し
て
、
国
内
で
の
生
産
活
動
を
中
国
へ
移
転

さ
せ
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
ラ
タ
ン
家
具
産
業
は
、

政
府
が
ラ
タ
ン
原
木
の
輸
出
を
認
め
た
こ
と
で
中

国
な
ど
海
外
製
品
に
勝
て
な
く
な
り
、
中
国
へ
の

生
産
拠
点
の
移
転
を
本
格
的
に
検
討
し
始
め
た
。

す
で
に
国
内
市
場
に
出
回
る
廉
価
家
具
の
多
く
は
、

中
国
で
委
託
生
産
さ
れ
た
製
品
と
な
っ
た
。

最
近
話
題
と
な
っ
た
の
が
、
有
力
食
品
メ
ー
カ

ー
の
中
国
へ
の
進
出
で
あ
る
。
国
内
最
大
の
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
菓
子
製
造
会
社
で
あ
り
、
従
業
員
一
万
七

○
○
○
人
を
雇
用
す
る
ガ
ル
ー
ダ
フ
ー
ド
社
は
、

砂
糖
の
国
内
価
格
の
高
騰
を
受
け
て
、
新
商
品
の

テ
ィ
ン
テ
ィ
ン
（
ゼ
リ
ー
飴
）
を
中
国
の
福
建
省

晋
江
市
永
和
富
華
食
品
有
限
公
司
で
、
イ
ン
ス
タ

ン
ト
焼
飯
を
貴
州
省
貴
陽
市
の
領
先
食
品
股

有

限
公
司
で
、
豆
乳
飲
料
を
山
東
省
の
力
源
食
品
有

限
公
司
で
、
そ
れ
ぞ
れ
生
産
し
、
そ
れ
ら
を
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
へ
輸
入
し
て
国
内
で
販
売
す
る
。

ガ
ル
ー
ダ
フ
ー
ド
社
は
、
ゼ
リ
ー
飴
な
ど
の
技

術
が
な
い
た
め
、
そ
れ
を
持
つ
中
国
企
業
と
組
ん

だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
砂
糖
の
輸
入
関
税

が
二
○
％
な
の
に
対
し
て
、
砂
糖
を
材
料
に
使
う

食
品
の
そ
れ
は
わ
ず
か
五
％
で
あ
る
こ
と
も
背
景

に
あ
る
。
も
っ
と
も
、
同
社
の
総
販
売
高
（
一
・

二
兆
ル
ピ
ア
）
に
占
め
る
こ
れ
ら
製
品
の
割
合
は

ま
だ
五
％
程
度
で
あ
る
。
同
社
は
近
い
将
来
、
こ

れ
ら
の
中
国
企
業
を
買
収
し
、
同
グ
ル
ー
プ
傘
下

へ
組
み
込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
向
け
生
産
だ
け
で
な
く
、
国

中国製のジーンズが中国人民元の値札が付けられた
ままスーパーマーケットで売られていた（2004 年
11月5日、東ヌサトゥンガラ州クパンにて筆者撮影）
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際
市
場
へ
の
輸
出
を
も
狙
っ
た
動
き
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
食
品
飲
料
事
業
者
連
合
（
Ｇ
Ａ

Ｐ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
）
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
中
国
で
の
生

産
へ
の
シ
フ
ト
は
石
油
燃
料
価
格
が
大
幅
に
上
昇

し
た
二
○
○
五
年
か
ら
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
中

国
企
業
へ
下
請
生
産
さ
せ
る
形
で
製
品
を
生
産
し

て
い
る
食
品
飲
料
事
業
者
は
二
二
社
に
上
る
。

フ
ァ
フ
ミ
・
イ
ド
ゥ
リ
ス
工
業
大
臣
は
二
○
○

六
年
一
月
、
こ
れ
に
対
し
て
「
国
内
産
業
振
興
と

い
う
政
府
の
方
針
に
反
す
る
」
と
懸
念
を
表
明
し

た
。
食
品
工
業
大
手
の
ガ
ル
ー
ダ
フ
ー
ド
社
が
矢

面
に
立
っ
た
こ
と
で
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
度
も
上
が

っ
た
が
、
実
際
は
、
他
の
多
く
の
製
造
業
で
同
様

の
事
態
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
靴
産
業
復
活
へ
新
た
な
機
会
の
到
来

か他
方
、
比
較
優
位
を
失
っ
て
い
た
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
靴
産
業
は
、
二
○
○
六
年
に
入
っ
て
復
活
へ

の
期
待
感
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
製
の
革
靴
に
対

し
て
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
税
を
二
○
○
六
年
四
月
か
ら

六
年
間
課
す
と
の
決
定
を
下
し
た
た
め
で
あ
る
。

中
国
製
の
革
靴
へ
の
同
税
は
四
％
か
ら
段
階
的
に

最
後
は
一
九
・
四
％
ま
で
引
き
上
げ
る
予
定
で
、

中
国
国
内
の
輸
出
向
け
靴
企
業
に
は
打
撃
で
あ
る
。

対
照
的
に
、
Ｅ
Ｕ
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
製
革
靴
へ

の
関
税
を
一
七
％
か
ら
一
四
％
へ
引
き
下
げ
る
決

定
も
下
し
た
。
こ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
向
け
の
輸
出
革

靴
生
産
拠
点
と
し
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
魅
力
が

急
速
に
増
す
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
中
国
の
靴
企
業
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
へ
の
企
業
移
転
を
検
討
し
始
め
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
製
靴
協
会
（
ア
プ
リ
シ
ン
ド
）
の

二
○
○
六
年
五
月
の
発
表
に
よ
る
と
、
中
国
の
靴

企
業
九
社
が
計
八
○
○
○
万
ド
ル
の
投
資
を
東
ジ

ャ
ワ
州
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
約
二
万
人
の

新
規
雇
用
吸
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

中
国
製
の
靴
は
こ
れ
ま
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

輸
入
さ
れ
た
後
、
国
内
市
場
へ
出
回
ら
ず
、
港
で

そ
の
ま
ま
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
製
」
と
書
き
換
え
ら

れ
て
欧
米
市
場
へ
輸
出
さ
れ
る
場
合
が
少
な
く
な

か
っ
た
。
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
は
こ
う
し
た
積
み
替
え

行
為
に
対
す
る
監
視
を
強
め
て
き
た
が
、
そ
れ
も

中
国
靴
企
業
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
の
直
接
投
資
と

い
う
形
に
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
靴
産
業
復
活
へ
の
期
待
は
、
中

国
側
の
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
国
内
の
靴
企
業
の
国
際
競
争
力
が
上
昇
し
た

た
め
で
は
な
い
。
い
わ
ば
敵
失
で
得
ら
れ
た
幸
運

に
過
ぎ
な
い
。
国
内
靴
産
業
の
競
争
力
を
ど
う
強

化
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
は
、
実
は
依
然
と
し
て

手
つ
か
ず
の
ま
ま
な
の
で
あ
る
。

●
外
か
ら
も
内
か
ら
も
迫
る
危
機

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
内
市
場
へ
は
大
量
の
中
国

製
品
が
流
入
し
、
そ
れ
に
負
け
た
国
内
製
造
業
が

工
場
を
閉
鎖
し
、
販
売
業
な
ど
へ
業
態
転
換
す
る

ケ
ー
ス
が
増
え
た
。
二
○
○
五
年
の
石
油
燃
料
値

上
げ
に
よ
る
高
イ
ン
フ
レ
は
、
製
造
業
の
原
材
料

コ
ス
ト
を
上
昇
さ
せ
、
国
内
製
造
業
の
競
争
力
を

益
々
低
下
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
二
○
○
五
年
の

国
内
の
完
全
失
業
率
は
一
○
％
を
超
え
た
。

一
方
、
国
内
企
業
に
と
っ
て
も
中
国
は
投
資
対

象
と
し
て
魅
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
九
○

年
代
に
も
国
内
企
業
が
中
国
市
場
を
狙
っ
て
進
出

し
、
そ
こ
で
の
激
烈
な
競
争
に
対
応
で
き
ず
に
多

く
が
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
前
述
の
ガ
ル

ー
ダ
フ
ー
ド
社
の
よ
う
に
、
中
国
企
業
を
傘
下
に

収
め
、
中
国
で
の
生
産
を
国
際
市
場
へ
の
輸
出
向

け
と
位
置
づ
け
る
動
き
も
あ
ら
わ
れ
た
。

中
国
製
品
流
入
と
い
う
「
外
」
か
ら
も
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
国
内
企
業
の
中
国
へ
の
生
産
拠
点
移
転

と
い
う
「
内
」
か
ら
も
、
国
内
の
製
造
業
は
存
続

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
国
か
ら

の
靴
企
業
投
資
と
い
っ
た
「
偶
然
」
を
期
待
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
企
業
行
動
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
な
か
で
極
め
て
合
理
的
と
い
え
、
国
内
政
治

で
い
ま
だ
に
耳
に
す
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
台
頭

を
望
ま
な
い
外
国
勢
力
の
陰
謀
」
な
ど
と
い
う
話

で
は
決
し
て
な
い
。
い
わ
ん
や
、
政
治
家
が
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
訴
え
て
外
国
排
斥
を
煽
る
話
で
も

な
い
。
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
な
ど
ア
ジ
ア

を
め
ぐ
る
地
域
経
済
統
合
の
進
展
は
待
っ
た
な
し

で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
国
内
製
造
業
の

厳
し
い
現
況
を
冷
静
か
つ
真
摯
に
分
析
し
て
独
自

の
強
み
を
見
つ
け
、
中
国
な
ど
他
国
に
真
似
で
き

な
い
技
術
や
競
争
力
を
持
つ
製
造
業
を
育
成
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
容
易
で
は

な
い
が
、
緊
急
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

（
ま 

つ
い　

か
ず
ひ
さ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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